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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、反転授業で日本語教育の学びの場はどのように変化するか、深い学
びを導くには何が必要かを明らかにすること、反転授業上の著作権問題を整理し、日本語教師を対象とした著作
権セミナーを開発することである。調査の結果、反転授業は低位層の学習者の底上げになること、文法学習を反
転させることで、対面授業では語彙学習にも学習者の注意が向けられることがわかった。また、深い学びを導く
には、何を反転させるかだけではなく反転させた後の対面授業をどのようにデザインするかを含めて考える必要
がある。開発した著作権セミナーでは、参加者は著作権に関する理解が進み、セミナーの内容を肯定的に受け止
めていることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study were to clarify how the learning environment of 
Japanese language education changes in flipped classrooms and what is needed to lead to deeper 
learning, to sort out copyright issues on flipped classrooms, and to develop a copyright seminar for
 Japanese language teachers. The results of the survey showed that flipped classrooms can raise the 
level of lower level learners, and that flipping grammar learning can also focus learners' attention
 on vocabulary learning in face-to-face classes. In addition, in order to lead to deep learning, it 
is necessary to consider not only what to flip but also how to design the face-to-face class after 
flipping. In the copyright seminar that we developed, we found that participants had a better 
understanding of copyright and had a positive perception of the seminar content.

研究分野：日本語教育

キーワード： 反転授業　著作権

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、日本語教育に反転授業を導入するとどのような効果があるのか、反転授業を導入した対面授業の
場では何が起こっているのか、深い学びを導くにはどのようなデザインが必要かを明らかにすることができた。
加えて、反転授業を行う上で教師が不安に感じている著作権の問題を整理し、日本語教師を対象とした著作権セ
ミナーを開発した。これらの研究で得られた知見は、『オンライン授業を考える-日本語教師のためのICTリテラ
シー』くろしお出版 （第２章1節、第３章を分担執筆）『教室へのICT活用入門』国書刊行会として出版された
ことから、日本語教育の現場でICTを活用しようとしている実践者の一助になったと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
知識伝達型の教育からアクティブラーニングへの教授パラダイムの転換などから 、反転授業
(flipped classroom)への関心が高まった。学習者の多様化が進む日本語教育の領域でも、日本語
教育学会が 2014年から 2016年にかけて毎年反転授業の教師研修を行うなど、多様な学習者の
個人差を補完する一つの手法として関心が高まっていた。しかし、反転授業にはどのような効果
があるのか、反転授業を導入した対面授業の場では何が起こっているのか、深い学びを導くには
どのようなデザインが必要か、という学びの深さにまで踏み込んだ研究は、日本語教育ではほと
んど見られなかった。加えて、反転授業では、デジタルコンテンツを自作することに対する技術
的なハードルや、教材を LMS などにアップロードする際に生じる著作物利用の許諾申請など、
著作権に関する心理的なハードルがあり、関心を持ちつつも二の足を踏んでしまう教師が多か
った。著作権法第 35条では、学校教育機関における対面授業での著作物の利用に関しては、一
定の範囲内で複製が許容されているものの、本研究を開始した 2017年当時は、対面授業外でデ
ジタルコンテンツを視聴する反転授業は、著作権法では「授業」の範囲とはみなされていなかっ
た。（コロナによるオンライン授業の広がりに伴い、公衆送信補償金制度が整備されたのは 2021
年度以降である。）また、民間の日本語学校は著作権法が定める「学校」の範疇に入らないこと
が多く、著作物の利用には基本的に許諾が必要になり、問題をより複雑にしていた。以上のこと
から、教育現場に反転授業を普及させるためには、反転授業にはどのような教育効果があるのか、
また、安心して反転授業を行うためにはどのように著作権の問題を解決していくのかを明らか
にすることが急務であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では日本語教育の実践者が協働で反転授業の実践を俯瞰的に調査・分析し、日本語教育に
反転授業を導入することで学びの場はどのように変化するのか、反転授業で深い学びを導くに
は何が必要か、メタ理論を構築することを目的とする。加えて、反転授業における著作物の利用
の問題を整理して、日本語教師を対象とした著作権セミナーを開発し、現場の教育実践の一助と
することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、(1)2012年から 2016年 3月までに発表された日本での反転授業関連の論文をCiNiiで
検索し、その傾向と反転授業を日本語教育に取り入れるための留意点を明らかにする。次に反転授業
の実践研究を行い、(2)通常の対面授業のクラスと反転授業を導入したクラスの成績を比較する定量的
な研究と、(3)反転授業を導入した日本語文法クラスの対面授業での学習者同士の発話の分析から、
学びの場で何が起こっているのかを明らかにする。そして、(4)日本語教育で反転授業を導入し、深い
学びを引き出すためには何が必要か提案を行う。また、反転授業に安心して取り組むために、(5)教育
における著作物の利用について情報を整理して、(6)日本語教師を対象にした著作権セミナーを開発
し、実践研究を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 反転授業のレビューを通した日本語教育への提言 
CiNiiには 2012年から 2016年 3月までに発表された反転授業関連の報告が 145件あるが、多くは
理工系の取り組みであり、語学教育に関わる実践は 10%にも満たなかった。第一の理由は授業形態に
あると考えられる。知識伝達型の講義が主流の理工系では、講義部分の動画コンテンツを作成すれば、
反転授業に転換しやすい。一方、言語教育では 1970年代からコミュニカティブ・アプローチが取り入れ
られており、必ずしも教師が一方的に説明するという授業形態が取られていない。そのため日本語教育
で導入する場合は、「何を反転させるのか」をより吟味することが求められる。また、日本語教育ではチ
ームティーチングの授業が多い。組織として取り入れる場合、教材の立案、作成、指導をチームで行な
うためのマネジメントが必要であると考えられる。第二の理由は、動画作成に関わる技術的な問題である。
湯山・篠山（2015）は語学教育における反転授業の報告はほとんどが英語教育であり、英語以外の科
目は極めて少ない理由について、高等教育機関では学習者はデジタルネイティブであるものの、授業
を担当している語学教員は比較的高齢であり、英語科目を除くと ICT を活用した授業に未だに根強
い抵抗感を持っていることに言及している。加えて、反転授業用に作成したデジタルコンテンツを LMS
などにアップロードすると、それは著作権法で定められた公衆送信にあたることから、著作物の利用に
は注意が必要である。 
 
(2) 反転授業の定量的な研究 
民間の日本語学校の協力を得て、中級日本語学習者を対象とした反転授業の実践の評価を行っ
た。2015 年春学期の通常クラス 22 名と 2016 年春学期の反転授業クラス（以下、反転クラス）22
名の成績を比較した。その結果、通常クラスに比べて反転クラスはばらつきが少なく、最終成績の
得点が有意に高かった（t(42)=2.19, p<.05）。また、得点のレンジを比較したところ、反転クラスは



全体的に成績が底上げされていることがわかった。これは、反転授業用のビデオ視聴を義務付け
たことで学習時間が担保されたこと、さらに、学習者の理解の度合いに応じた個別学習が可能にな
ったことによると推察される。 
 
(3) 反転授業の質的な研究 
教室活動が反転授業の成果としてどのように結びついているのかを明らかにするために、大学・大学院
進学コースの日本語上級学習者（16 名）を対象に調査を行なった。科目は反転授業を取り入れている
日本語文法の対面授業で、グループで文法問題の解答に取り組んでいる学習者の発話を録音・録画
し、トランザクション分析（Berkowitz & Gibbs 1983）を行なった。あまり発話が活発でなかった 2 グル
ープ（G1,G2）と比較的発話が活発であった 2 グループ（G3,4）を比較した。同分析では、表象的トラン
ザクションと操作的トランザクションのうち、後者が相互作用の変化において重要であると考えられている。
両者の発話を見ると、操作的トランザクションは発話が活発なグループ（G3,4）に多かった。操作的トラ
ンザクションが起こったからといって、必ずしも文法的な正解に至っているわけではなかったが、例文作
成で使われる語彙にお互いが理解できるまでやりとりを行なっている様子が窺えた。これは、文法の習
得という側面から見ると不完全ではあるものの、日本語習得という広い枠組みで見ると、問題に出てくる
語彙などに関心を持って考えているような場面は、学びが深まっていると捉えることができる。従来の授
業形態では、文法に集中して語彙の部分にフォーカスできなかったものが、反転授業によって学習者
は意味的なものに目を向ける余裕ができた可能性がある。 
 
(4) 日本語教育における反転授業で深い学びを引き出すためには何が必要か 
反転授業は、アクティブ・ラーニングを実現する授業形態の一つに位置付けられる。説明中心の講義動
画の視聴などを事前学習として課し、その後の対面授業で知識の定着や理解の促進、あるいは、発展
的な応用力を身に付けるための活動が企画される。言い換えるなら、一連の活動において学習者の能
動的で主体的な参加を促し、それが深い学びに繋がるようにするには、何を反転させるかだけではなく、
反転させた後の対面授業をどのようにデザインするかを含めて考える必要がある。本研究では近年第
二言語教育で注目されている TBLT（Task-based Language Teaching:タスク中心の教授法）と
CLIL（Content and Language Integrated Learning:内容言語統合型学習）を取り上げ、理論的基
盤や特徴を紐解き、両者の比較を基にアクティブで深い学びを引き起こすデザインへのアプローチに
ついて検討した（表 1）。CLIL はヨーロッパの言語政策にも関わる理念を実現する装置であり、教育活
動を立案・実施するための枠組として、内容(Content)、言語(Communication)、思考(Cognition)、
協学（Community）の「４つの C」が示されている。TBLT は第二言語習得などの理論を実践に移す装
置だと言える。興味深いのは、TBLT に、授業デザインのための基本原理が見当たらない点である。こ
れは、TBLT がポスト・メソッドの教育法であり、一定の教育方法を超えた存在であるためとも解釈できる。
授業デザインの観点から見ると、TBLTでは課題遂行が学習目標になっており、can-do statementsの

表 1 TBLTと CLILの比較 

 TBLT CLIL 

背景 
（理論的基盤 
・理念） 

インタアクション仮説、インプット

仮説、気づきの仮説、教授可能性、 
Focus on Form 
タスクが学習を指導する 
ポスト・メソッド、経験主義 

ヨーロッパ市民性、言語多様性 
複言語複文化主義 

基本的枠組み  
４C  
内容(Content) 言語(Communication)  
思考（Cognition） 協学（Community） 

学習目的 言語学習 言語学習、教科学習 

学習目標 課題遂行能力・言語能力 教科知識・言語能力・思考力・コミュニケー

ション力 
指導内容 タスク トピック・教科 
評価対象 課題遂行・言語 言語・内容 
教師 語学教師 教科教師・語学教師(できれば非母語話者) 

頻度・回数 単発的～定期的 単発的～定期的 
比率 授業の一部～授業の全部 授業の一部～授業の全部 
使用言語 目標言語 目標言語・共通語・母語 

長所 流暢さと正確さが学べる 多重知能と記憶メカニズムへの働きかけ 
オーセンティシーとモチベーション 

欠点 言語を体系的に学べない 基礎力のない学生に負担 

 

 
 



ような形で遂行すべき課題を明確に設定し、それを目標にいかにアクティブで深い学びを組み立てるか
が重要であろう。一方、CLIL は、教科内容や扱うトピックなど学習内容が既に決まった段階からの授業
デザインとなる。この内容に対して、「4 つの C」のうちの残りの言葉・思考・協学の観点について、深い
学びになるようなタスクを検討することが求められよう。いずれの場合も「内容」と「タスク」は切り離せない
関係にあり、これらを踏まえて教室内外の学びをデザインする必要がある。 
 
(5) 教育における著作物利用の問題点 
著作権法では、反転授業などで教材を web 上にアップロードするとそれは「公衆送信」と見なされ
ることが多く、教材の作成には注意が必要である。また、日本国内では、著作権法第 35 条が定め
る「学校」教育機関では、一定の範囲内であれば著作物を複製することが許容されている（著作権

法第 35条ガイドライン協議会 2004）ものの、民間の日本語学校の中には著作権法第 35条が定
める「学校」にあたらない教育機関も多く、著作物の利用には許諾申請を求められることが多い。コ

ロナ以降、オンライン授業が広く一般的に行われるようになり、2021 年度に「公衆送信補償金制度」
が導入された。これに伴い、公衆送信補償金を支払っている「学校」教育機関の「授業」での利用

であれば、対面授業と同じように著作物が利用できるようになった。しかし、授業期間を超えて著作

物を LMS上にアップロードしたり、授業では取り扱わない部分も複製して LMS を通して配布した
りすると、それは「著作者の利益を不当に害する」とみなされる危険性がある。このような著作権リテ

ラシーは一朝一夕に身につくものではなく、教員研修だけではなく教員養成課程から取り上げる必

要があるだろう。 
 
(6) 日本語教師を対象にした著作権セミナーの開発 
教育における著作物の利用の問題点を整理し、パイロットスタディを行なった上で、日本語教師を

対象としたワークショップ型の著作権セミナーを開発し、実践を行なった。セミナーをデザインする

際には「著作権法上やってはいけないこと」を列挙するのではなく、「何ができるのか」「どうすれば

できるようになるのか」を体験的に学ぶことができるように配慮した。セミナーでは、授業で使える既

存のデジタル教材を紹介し、デジタル教材を利用するときの注意点（「学校」か否か、「授業」か否

か、「著作者の利益を不当に害しないか」）という判断のポイントを提示した。そして、日本語教材の

作成に関連しそうな映像の著作権と書籍の著作権についてとりあげ、提示した画像が著作物か否

か、それはなぜかをグループで考えるタスクを行なった。最後に「自作教材を作るときの留意点」を

取り上げ、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス（以下、CC ライセンス）の考え方を導入した。これは、
著作物の利用者側の視点だけでなく、権利者側の視点から著作権を捉えることが、教育における

著作物の利用を考える上で重要だからである。セミナーの前後でアンケート調査を行なったところ、

著作権に関する理解が進み、ワークショップ形式の参加型のセミナーが参加者に肯定的に受け止

められたことがわかった。 
開発した著作権セミナーをプロトタイプとして、著作権の反転授業ビデオ（「著作物とは」「著作者と

は」「著作権とは」）を作成し、日本語教員を目指す学部生（日本人学生 13 名、留学生 8 名）を対
象とした反転授業型の著作権セミナーを行なった。参加者には事前にビデオを視聴してもらい、著

作物の権利者と利用者に分かれて、権利処理のロールプレイを行った。教示は次の通りである。

「利用者：あなたが所属する教育機関で、DA PUMPの『U.S.A.』の振り付けをコピーして動画を撮
影し、その動画を YouTubeに投稿したいと思っています。権利者（KENZO氏, Avex）に対して許
諾申請の交渉を行ってください。どのような条件なら許諾が得られるか、作戦を練りましょう。」「権利

者：教育機関からあなたが創作した振り付けをコピーし、YouTube に投稿したいという申し出があり
ました。許諾を出すための条件を考えてください。交渉の最後には許諾を出すようにしてください。」

セミナーの前後で著作権に関わるアンケート調査を行なったところ、すべての学習項目で有意に

得点が向上していた。加えて、本実践は参加者の興味を引き、学んだ知識を活かせそうだと感じて

おり、著作権に関する自信を深めていること、また、学習した内容に満足していることがわかった。 
 
引用文献 
Berkowitz, M. W., & Gibbs, J. C. (1983) Measuring the developmental features of moral 

discussion. Merrill-Palmer Quarterly, 29(4) : 399-410. 
湯山 トミ子, 篠塚 麻衣 (2015) e-Learning 活用型中国語教育“游”における「反転授業」の試み : 

大学初修外国語教育多様化時代に向けての考察 特定非営利活動法人日本 e-Learning 学会
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